
もんぜんぷら座の現状及び検討経過について

【建物】
昭和51年竣工（築46年）
SRC造 高層棟 地上９階+塔屋１階、地下１階

低層棟 地上２階、地下１階
延床面積 23941.12㎡

【入居施設】

【敷地】
敷地面積 3,936.26㎡（公簿）
《内訳》市有地 2,705.40㎡

民有地 1,230.86㎡（借地）

H12年12月
ダイエー⾧野店が郊外移転
により閉店

H15年６月
市民公益施設として再生

H14年６月
⾧野市が２億円で土地を
取得（建物は寄付）

◆もんぜんぷら座設置までの経過

大型の核店舗相次いで倒産・撤退
し、中心市街地の空洞化が深刻に

◆施設の概要

市とTMOが協働して市民
ニーズに応じた公益施設の
導入やまちなかに不足する
食品スーパーを整備

もんぜんぷら座オープン市民・地域・商店会

７月:⾧野そごう 12月:ﾀﾞｲｴｰ⾧野店

低層棟 高層棟

８階 NTT東日本サービス、企画課統計担当、会議室

７階 NTT東日本サービス、会議室

６階 NTT東日本サービス、市北部障害者相談支援センター、会議室

５階 NTT東日本サービス、学習コーナー

４階

⾧野観光コンベンションビューロー、ジョブカフェ信州、ハローワーク⾧野、
法テラス⾧野、市消費生活センター、市職業相談室、ながのシニアおしごと
サポートセンター

３階

国際交流コーナー、市民協働サポートセンター、シニアアクティブルーム、
もんぜんぷら座事務局、⾧野県多文化共生相談センター、スクランブル広場、
市民ギャラリー、会議室

２階 休憩コーナー こども広場じゃん・けん・ぽん、⾧野市ファミリーサポートセンター、
ミニギャラリー

１階
FMぜんこうじ、市ガイド協会、
洋服リフォーム店

TOMATO食品館、のんびり屋ララ、
サンロク万年筆専門店、公衆トイレ

地階 ぷら座BOX ぷら座ホール
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活用方法提言
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もんぜんぷら座 TOMATO食品館

もんぜんぷら座の現状及び検討経過について

◆利用状況

子育て支援施設
「じゃん・けん・ぽん」

食品スーパー
「TOMATO食品館」

自主企画イベント
「フェスタもんぷら」

給排水管からの漏水躯体の劣化に伴う雨漏り

機械設備や電気設備など施設の老朽化が著しい

◆施設の老朽化

撤去困難な機械設備電気設備の老朽化・残置

R1年度末～
新型コロナウイルス感染
拡大による」利用制限
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もんぜんぷら座の現状及び検討経過について

補強
＋

⾧寿命化

民有地
＋

市有地

市有地

施工中
営業

施工中
休館

メリット・デメリット
の把握

経済的側面から

市民アンケート 利用者調査

ライフサイクル
コスト

新田町交差点周辺の役割と機能

・ 中心市街地の⾧期展望
・ 周辺地域プロジェクトの動向
・ 中心市街地活性化の事業成果
・ 行政と民間の協働や役割分担
・ まち並みの形成 他

解体
＋

再整備

役割・機能的側面から

条件整理

概算工事費

中心市街地活性化基本計画評価専門委員会 もんぜんぷら座の在り方検討部会（平成29年度）

【⾧期的な課題】【当面の課題】
新田町交差点周辺の総合的な

まちづくり構想の策定等に向けた検討
・耐震性の確保
・必要な防災設備の更新

◆もんぜんぷら座に関する検討経過

【新田町交差点周辺まちづくり テーマとコンセプト】

●中心市街地の特色あるエリアを分断することなく、相乗効果が期待で
きるよう、結びつけるまちづくりを行う。交通の結節点としてだけで
はなく、門前町としての歴史と現代の文化をミックスさせる結節点と
する。
●資源を有効に活用し、持続可能な発展をめざす。その中で市民ニーズ
が高く、中心市街地に必要な都市機能を導入する。
●将来のさらなる少子高齢化に対応し、「歩いて暮らせるまちづくり」
の実現に向け、回遊性を高め中心市街地に賑いを再生する。
●限られた土地を有効に活用するため、敷地個々の目線ではなく地域一
体で役割を考え、都市の再生を検討する。
●市民だけでなく来街者からの目線も含めた、常に変わっていくニーズ
にフレキシブルに対応できるまちづくりを目指す。

≪テーマ≫

【対応スキーム】

３

答申



もんぜんぷら座の現状及び検討経過について

耐震改修工事 (Ｒ３年４月完了)

中心市街地活性化基本計画評価専門委員会 もんぜんぷら座の在り方検討部会（平成29年度）

【⾧期的な課題】【当面の課題】
新田町交差点周辺の総合的な

まちづくり構想の策定等に向けた検討
・耐震性の確保
・必要な防災設備の更新

耐震補強工事から概ね10年を目安に建物を解体

◆答申への対応

⾧野中央西地区市街地総合再生基本計画（令和４年２月策定）

城山エリア

善光寺門前エリア

権堂エリア

官庁・業務集積エリア

長野駅周辺エリア

まちなか交流エリア

⾧野駅と善光寺の中間地点に位置し、これらの
核をつなぐ拠点形成が求められている。

都市の将来像

中央通り・沿道
■中央通りウォーカブル推進事業

⾧野駅周辺エリア
■(仮称)⾧野駅前B-1地区市街地再開発事業

新田町交差点周辺エリア
■南西街区 もんぜんぷら座敷地利活用推進
敷地面積:約0.4ha
想定する導入機能:文化、交流支援、オープンスペース等
推進主体:市・民間

４

“市民活動と情報発信により
中心市街地の結節点となる地域”

新田町交差点エリア

【重点プロジェクト】【新田町交差点エリアの位置付け】


